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海水温 上昇が海洋沿岸における ウイル ス による原核生物 制御 へ 与える影響
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　海洋にお い て ウイ ル ス は溶菌性感染に よ っ て 原核生物を死滅 させ る こ とで ，原核生物群集の数 と構成を制

御す る（Suttle， 2007 ）．また，ウイル ス の バ ース トサイ ズや感染様式は宿主の生理状態や密度に大 き く依存

す る（Weinbauer，2004）．その ため，海水温上昇が原核生物の活性を高め る こ とはウイル スの原核生物制御に

影響 を与え る と予想され る．しか し ， 海水温上昇がウイル スの原核生物制御に与える影響に つ い ての報告

は数少ない ，そこ で 本研究では，海水温上昇がウイル スによ る原核生物群集の（1）数 と（2）構成へ の 制御や ，

（3）バ ー
ス トサイ ズ，〔4）感染様式に どの よ うに 影響す るかを推測す る こ ととした，駿河湾沿岸の 表層か ら海

水を採取し，現場温度 と現場温度＋315℃，現場温度＋5’10℃で培養実験を行 っ た．（1）ウイ ル ス に よ る原核生

物群集の 存在数の 減少は高水温時に よ リ大き くな っ た．（2）ウイ ル ス感染 が よ り頻繁な培養区に お い て ，現

場温度では原核生物群集中のAlphaρroteobacteriaの割合が減少 した ， 現 場温度＋5℃ で は Gammaρroteobacteriaの 割

合が減少 した．ま た ， 高水温時に（3）バ ー
ス トサ イズはよ り高い値を示し ， （4）溶菌性感染に よ る ウイ ル ス生

産が増加 し，mitomycin 　C添加によ り評価 した溶原性感染 に よるウイル ス 生産が減少 した．海水温上昇は ，

バ ー
ス トサイズの増加や溶原性から溶 菌性 へ の 切 り替え の誘発を引き起こすこ とで，ウイル スによる原核生

物群集の数の減少を増加 させ た と考 えられる．また，海水温上昇は ウイル ス に よる原核生物群集の構造の変

化に影響を与 える可 能性が示唆された．
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富士山麓 におい て 降雨と降雪が深い 地下水 と浅い地下水へ 与える直接 的な影響の サイ ンを探る
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　日本最大の 火山で ある標高3，776m の 富士山の地下圏には膨大 な地下 水が蓄 えられ て い る．主 と し て 溶岩

流の 末端 か ら湧 き出す湧水は，
36Cl1CI

を用い た手法から平均滞留時間が 30年程度 と推定され て い る（丁osaki　et

ai．，2011）．一
方で 2011年8月の豪雨後，湧水の pH の明らかな減少が認められた．こ れは新 し く供給され た雨

水が比較的短い 滞留時間で地下水に混合 し， その混合水が湧出してい ることを示唆するだろう．私達の富士

山麓地下水における研究か ら好熱性細菌に近縁な ク ロ
ー

ン を発見 し， 微生物DNA が地下水の起源におけ る深

度情報を持 つ 可能性も示 され て い る（Segawa 　et　al．
，
　in　review ）．こ の発見から微生物DNA 解析は水の 安定同位

体分析や化学分析 とは異なる側面から地下水の 履歴 を明らか に で きるの で はな い か と考 え て い る．本研 究で

は水 の安定 同位体分析や化学分析に 加え，新たに微生物解析を行うことで雨水の湧水 へ の 直接 的影響を明ら

かに しよ うとした．富士山西麓に おける地表水 と表層水の流れがモデルか ら明 らか とな っ て い る流域に お い

て降雨強度の強い 降雨を夕一ゲ ッ トに雨水と湧水の集中的観測を行 っ た．水の 安定同位体から夏以降融雪の

湧水へ の 混入 が低下す る可能性 を示 し， 長い平均滞留時間の 中で 融雪の 影響も敏感に受けて い る ことが考え

られた．また，3 つ のアプ ロ
ー

チそ れぞれ で 降雨強度の 強 い 降雨後，雨水の 直接的混入 の シ グナ ルが浅い地

下水でみ られたが，深い 地下水には雨水の直接的影響がみ られず，雨水の 直接的影響が深部まで及 ん で い な

い こ とが示唆され た．
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